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2種の常磁性原子 (Aと[う)の混晶系のハミル トニアン は次のように模型化される:




十(JNSS･Sj+VAI3,(iP 等 +誓l)] (1,
Q.- 1(ll)はA(f3)/が格子点 iに位置することを表すoSl はイジングスピンで, 1
と- 1の値をとる｡強磁性的相互作用のみに限定すると,磁気的秩序の出現に伴い相分
離が起ることが知 られてお り, JAliが小 さい場合には相分離を促進 し,逆に大きい場
合には阻害する20)又JAB>Max(JAA,JIiB) の場合,AB型の秩序が出現するO この
ようにJAB の役割 が知 られているので,ここでは簡単のため, JAA :JAIi:JIlB- 1
:α:α2(o≦ α<1),に限定する｡ しかし,AB型の秩序が出現 しない条件下では
この限定は厳しいものではないOこの場合(1)式のム′/は次のように変形される :
LJy = -UZO.01-VZQjQi+WZQ. (2)
ここで導入された 0.は 01- i(1+Q.)/2+a(1-Ql)/2iSlであり1,a,~α,























る｡類型的には図 1は ノ言- ノすくα<1のaの場合の相図に共通する｡ α-J51-ヤケ
の場合,Ⅴ-0の相図は図1の(2)に相当し,Vが大きくなるに従い,(3),(4),(5),(6)と
変化していく｡0≦ α<､/7-ヤ官の場合,V-0の相図は(3)に相当する｡ aの値に対
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